
墨 水 会 だ よ り（ 1 ）　令和６年３月１日 第31号

表紙の写真� 墨田川28回�墨水会副会長　　山田　温

令和４年（2022年）撮影の墨田川高校北側からの航空写真（創立百周
年記念誌用に撮影業者に依頼しドローンでの空撮による）。
令和５年（2023年）４月に発行した百周年記念誌18・19頁に掲載。
また令和６年度墨田川高校学校案内パンフレット表紙に活用。
正面に第一校舎及び体育館　平成元年～２年（1989年～ 90年）完成。
正面左に校庭　平成３年（1991年）整備完了。
右正面下に第二校舎及び屋上プール　平成13年（2001年）完成。
第二校舎西側のテニスコート以外のほぼ全景が見渡せる。
背後南南西に位置する高さ634mの東京スカイツリーは平成24年

（2012年）竣工。
墨田川高校を中央に撮影した墨田区の景色が、50年後また100年後
にどのように変化しているか、後輩の方々に是非とも確認していた
だきたい。
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平
素
は
墨
水
会
運
営
に
あ
た
り
格
別
の
ご

高
配
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
任
期
満
了
を
迎
え
退
任
さ
れ
る

梶
原
徳
二
前
会
長
に
は
創
立
百
周
年
記
念
事

業
推
進
の
た
め
会
長
職
を
努
め
ら
れ
、
物
心

両
面
で
多
大
な
ご
尽
力
を
頂
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
10
月
の
墨
水
会
定
期
総
会
の

役
員
改
選
決
議
に
よ
り
梶
原
会
長
の
後
任
と

し
て
、
会
長
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
墨
田

川
高
校
18
回
卒
業
の
小
川
浩
平
と
申
し
ま
す
。

　

社
会
で
の
実
績
あ
る
諸
先
輩
方
に
比
し
て

同
窓
会
で
の
貢
献
も
見
劣
り
す
る
私
が
諸
先

輩
、
後
輩
諸
氏
の
推
挙
に
よ
り
会
長
の
大
役

を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
平
成
6
年
に
常
任
幹
事
と

し
て
墨
水
会
に
携
わ
り
、
平
成
8
年
よ
り
幹

事
長
に
就
任
し
平
成
20
年
副
会
長
と
な
り
今

日
ま
で
30
年
間
微
力
な
が
ら
責
務
を
果
た
し

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
海
谷
利
宏
氏
・

井
上
常
一
氏
・
泉
妻
秀
一
氏
・
梶
原
徳
二
氏

の
4
代
に
わ
た
る
会
長
の
功
績
に
接
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
社
会
で
の
大
き
な
貢
献
を
さ

れ
た
先
輩
会
長
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
同

窓
会
運
営
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

私
も
本
年
5
月
に
は
喜
寿
を
迎
え
る
年
齢

で
す
。
頭
の
回
路
も
然
り
身
体
全
体
も
年
相

応
に
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
と
自
覚
・
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
自
身

を
含
め
近
年
常
任
幹
事
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
墨
水
会
役
員
及
び
常
任
幹
事
の
若
返

り
を
図
り
学
校
支
援
活
動
や
会
員
親
睦
を
適

切
に
行
え
る
よ
う
努
め
、
多
く
の
同
窓
生
に

育
ん
で
き
て
頂
い
た
墨
水
会
が
、
永
続
的
な

活
動
を
行
う
た
め
に
常
時
世
代
交
代
が
出
来

る
体
制
を
築
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
都
立
高
校
と
し
て
例
を
見
な
い
山

と
海
に
寮
を
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、
10
年
前

よ
り
夏
季
休
業
中
の
生
徒
の
利
用
が
な
く
な

り
寮
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
七
生
寮
（
軽
井
沢
）・
楽
水
寮
（
館
山
）
共
に

数
年
前
よ
り
老
朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
や
漏
水

等
の
問
題
が
発
生
し
、
利
用
収
入
の
大
幅
な

減
収
に
よ
り
、
維
持
管
理
が
困
難
な
状
況
で

皆
様
か
ら
の
寄
付
を
賜
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
財
団
法
人
七
星
会
と
し
て
二
寮
維
持
が

会
長
就
任
挨
拶

 

墨
田
川
18
回　

小
川　

浩
平　

む
ず
か
し
い
状
況
で
す
。
尚
一
般
財
団
法
人

を
や
む
な
く
解
散
し
た
場
合
は
、
残
余
財
産

を
国
や
地
方
公
共
団
体
に
寄
贈
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
か
の
寮
を
閉
鎖
し

一
寮
維
持
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
迫
の

状
況
で
す
。
任
期
中
に
こ
の
問
題
解
決
を
図

る
覚
悟
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
の
問
題
解
決
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

今
後
も
母
校
の
良
き
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

往
年
の
輝
か
し
い
進
学
校
と
し
て
復
活
で
き

る
よ
う
生
徒
・
学
校
支
援
も
継
続
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
運
営
に
は
、
会
員
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
が
必
須
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ど
う
か
前
任
者

同
様
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

��

令
和
５
年

墨
水
会　

役
員
一
覧
表

会　
　

長 

小
川　

浩
平 

（
高
18
回
）

副
会
長 

横
井　

正
男 

（
高
13
回
）

 

谷
澤　

尚
樹 

（
高
15
回
）

 

竹
鼻　

宏
子 

（
高
15
回
）

 

加
藤
多
恵
子 

（
高
15
回
）

 

清
澤　

健
一 

（
高
17
回
）

 

鈴
木　

憲
康 

（
高
18
回
）

 

高
橋　

幸
男 

（
高
18
回
）

 

山
田　
　

温 

（
高
28
回
）

 

山
内　

雅
哉 

（
高
30
回
）

 

宮
本　

雄
司 

（
高
30
回
）

 

藤
原　

英
明 

（
高
43
回
）

 

杉
﨑　

真
嗣 

（
高
45
回
）

幹
事
長 

山
内　

雅
哉 

（
高
30
回
）

副
幹
事
長 

藤
原　

英
明 

（
高
43
回
）

会　
　

計 

加
藤
多
恵
子 

（
高
15
回
）

 

清
澤　

健
一 

（
高
17
回
）

会
計
監
査 

宮
本　

雄
司 

（
高
30
回
）

 

石
井　
　

温 

（
高
31
回
）

顧　
　

問 

海
谷　

利
宏 

（
高
１
回
）

 

井
上　

常
一 

（
高
３
回
）

 

泉
妻　

秀
一 

（
高
８
回
）

 

梶
原　

德
二 

（
高
４
回
）

相
談
役 

内
田　

博
万 

（
高
４
回
）
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二
〇
二
一
年
十
月
、
泉
妻
会
長
よ
り
引
き

継
い
で
会
長
職
に
推
挙
さ
れ
学
校
創
立
百
周

年
の
一
年
前
に
会
長
に
就
任
し
、
併
せ
て
百

周
年
記
念
実
行
委
員
長
の
任
に
あ
た
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
一
年
の
間
毎
月
百
周
年
実
行
委
員

会
を
開
催
し
、
墨
水
会
役
員
、
学
校
長
・
教

職
員
、
美
汀
会
、
墨
汀
会
の
多
く
の
方
の
協

力
で
式
典
、
祝
賀
会
、
記
念
誌
、
記
念
品
な

ど
部
会
で
計
画
・
実
施
・
予
算
案
を
計
画
い

た
だ
き
、
墨
田
川
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記

念
事
業
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
無
事
目

標
通
り
達
成
い
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
渡
邊
校
長
・
教
職
員
、
実
行
委
員
の

皆
様
の
献
身
的
な
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
寄
付

金
を
賜
り
計
画
通
り
実
施
で
き
ま
し
た
こ
と
、 

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
母
校
の
発
展
を
願
い
つ
つ
、
輝
か
し

い
進
学
実
績
を
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
、
学
校
・
生
徒
に
多
少
な
り
と
も

貢
献
で
き
る
環
境
整
備
を
図
る
記
念
事
業
の

目
標
も
達
成
い
た
し
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
図
書
館
の
改
装
に
よ
っ
て
学
習

意
欲
が
高
ま
る
と
の
デ
ー
タ
も
あ
り
百
周
年

事
業
の
一
環
と
し
て
、
私
財
で
行
う
こ
と
を

墨
水
会
役
員
会
の
了
承
を
得
、
東
京
都
教

育
委
員
会
の
了
解
を
も
得
て
図
書
室
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
学
校
は
東
京
都
の
施
設
管
理
下

前
会
長
挨
拶

 

墨
田
川
４
回　

梶
原　

德
二　

に
あ
る
た
め
柱
や
躯
体
変
更
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
窓
際
に
閲
覧
で
き
る
設
備
を
設
置

し
、
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
母
校
出
身
者
の
著
名
人
コ
ー
ナ
ー
の
改

装
、
自
習
室
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
図
書
室
の
利
用
し
易
さ
と
、
生
徒
た

ち
の
利
用
頻
度
が
高
ま
っ
て
い
る
と
学
校
長

よ
り
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
私
も
九
十
一
歳
を
迎
え
ま
す
が
、

墨
田
川
高
等
学
校
に
対
す
る
母
校
愛
は
誰
に

も
負
け
な
い
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
墨
水
会
へ
の
協
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。

会
員
の
皆
様
も
母
校
の
た
め
に
な
お
一
層
の

協
力
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
任
期
中
の
ご

厚
情
に
深
謝
す
る
と
と
も
に
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
礼
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新装なった自習室

新装なった自習室
（アクティブラーニングスペース）

新装なった図書室（閲覧室） 入口より右側の図書棚
左側は墨水会コーナーで卒業生・旧職員の著作物等を展示
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令
和
六
年
の
年
明
け
は
、
能
登
半
島
で
の
地

震
や
羽
田
空
港
で
の
航
空
機
事
故
な
ど
大
き
な

出
来
事
が
元
旦
早
々
か
ら
発
生
し
、
心
が
落
ち

着
か
な
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
の
こ
と
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
私
が
昨
年
四
月
に
第

二
十
六
代
校
長
と
し
て
着
任
し
て
か
ら
ま
も

な
く
二
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
梶
原
前
会
長
、
小
川
新
会
長
は
じ
め
墨

水
会
の
皆
様
方
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に

対
し
て
多
大
な
る
御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
制
作
し

て
い
た
だ
い
た
学
校
紹
介
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
は
、
学
校

見
学
会
や
学
校
説
明
会
に
来
校
し
た
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
、
の
べ
二
千
名
以
上
に
視
聴

さ
れ
、
生
徒
募
集
活
動
に
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
天
文
部
に
望
遠

鏡
、
吹
奏
楽
部
に
サ
イ
レ
ン
ト
ベ
ー
ス
、
ダ

ン
ス
部
に
は
大
鏡
な
ど
の
高
額
備
品
を
御
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
し
て
、

七
高
ゆ
か
り
の
卒
業
生
や
旧
教
職
員
の
著
作
な

ど
記
念
資
料
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
新
設
、
閲
覧

室
の
自
習
用
机
と
椅
子
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
現

自
習
室
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

へ
の
改
修
等
が
行
わ
れ
、
教
育
活
動
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
図
書
館
が
、
見
違
え
る

ほ
ど
快
適
な
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

朝
七
時
半
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
自
習
室
も

す
っ
か
り
定
着
し
、
夕
刻
六
時
ま
で
自
習
す
る

生
徒
た
ち
も
か
な
り
増
加
し
ま
し
た
。「
飛
躍
へ

の
学
び
の
た
め
に
」
と
刻
印
し
た
記
念
の
銘
板

も
設
置
し
、
ま
さ
に
本
校
と
本
校
生
徒
の
今
後

の
飛
躍
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
素
敵
な
空
間

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
百
周
年
記
念

式
典
終
了
後
も
続
く
数
々
の
記
念
事
業
に
対

し
、
改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
も
、
ま
る
で
コ
ロ
ナ

禍
が
遠
い
過
去
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
ほ
ど

通
常
の
状
況
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
体
育

祭
、
七
高
祭
、
合
唱
祭
の
三
大
行
事
も
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
二
年
次
生
の
沖
縄

修
学
旅
行
も
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
部
活
動
に
お
い
て
も
水
泳
部
三
年
次
生
の

横
山
君
が
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
二
年
連
続
で
出
場
し
た
の
を

は
じ
め
、
柔
道
部
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
な

ど
様
々
な
部
活
動
が
都
や
区
の
大
会
で
入
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、
吹
奏
楽
部
が
都
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
Ａ
組
Ｂ
組
と
も
金
賞
を
受
賞
し
た
の
を
は

じ
め
、
書
道
部
や
文
芸
部
な
ど
文
化
系
の
部
活

動
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
学
校
行
事
や

部
活
動
で
の
成
果
は
全
校
集
会
で
表
彰
す
る
と

と
も
に
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
魅

力
あ
る
学
校
生
活
の
一
端
と
し
て
広
く
発
信
し

て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
も
本
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
生
徒
の
元
気
で
活

き
活
き
と
し
た
様
子
か
ら
、
若
い
世
代
が
つ
く

る
将
来
へ
の
期
待
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

学
習
面
で
も
新
た
な
取
組
が
順
調
に
進
行
し

て
い
ま
す
。
英
語
四
技
能
伸
長
を
基
礎
に
海
外

姉
妹
校
交
流
等
を
行
う
国
際
教
育
は
、
姉
妹

校
協
定
や
語
学
研
修
の
準
備
が
整
い
、
一
年
次

生
と
そ
の
保
護
者
向
け
の
説
明
会
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
、
新
入
生
と
そ
の
保
護
者
対
象
に
も

説
明
会
や
募
集
を
行
い
、
い
よ
い
よ
今
年
の
夏

季
休
業
中
の
八
月
十
八
日
に
三
泊
五
日
の
日
程

で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
け
て
出
発
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
一
人
一
人
が
、
大
学
入
学
後
、

何
を
ど
う
学
ぶ
の
か
、
そ
し
て
大
学
卒
業
後
、

ど
う
生
き
て
い
く
の
か
を
考
え
る
た
め
の
「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
も
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。
一
年
次
生
は
、
夏
季
休
業
中
に

「
職
業
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
を
行
い
、「
よ
い
お

と
な
」
か
ら
職
業
や
社
会
に
関
す
る
様
々
な
経

験
や
考
え
方
を
聴
き
取
っ
て
七
高
祭
で
展
示

発
表
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
墨
水
会
と
一
層

の
連
携
を
深
め
て
い
く
た
め
に
も
、
同
窓
生

の
皆
様
を
訪
問
し
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

く
な
ど
の
御
協
力
を
お
願
い
し
た
く
思
い
ま

す
。
二
年
次
生
は
、
千
葉
大
学
を
訪
問
し
、

七
高
卒
業
生
か
ら
大
学
生
活
に
つ
い
て
の
体

験
談
を
聞
く
と
と
も
に
、
大
学
施
設
の
見
学
、

大
学
教
授
に
よ
る
模
擬
講
義
の
受
講
な
ど
大

学
で
の
学
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
明
け
か
ら
は
、
一
・
二
年
次
生
と

も
、
自
ら
が
立
て
た
「
問
い
」
を
探
究
す
る
こ

と
を
通
し
、
学
び
た
い
学
問
に
通
ず
る
事
柄

を
大
学
教
授
や
院
生
、
卒
業
生
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
体
験
的
に
学
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
経
験
を
生
か
し
、
三
年
次

生
の
中
に
は
国
公
立
大
学
の
「
総
合
型
選
抜
」

に
合
格
す
る
生
徒
が
出
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
こ
う
し
た
学
び
と
出
会
い
の
経
験
を
生

か
し
、「
こ
れ
か
ら
の
自
分
と
社
会
を
考
え
る
」

探
究
活
動
を
推
進
し
生
徒
の
「
志
」
を
育
成
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
実
践
と

生
徒
の
活
躍
を
、
高
校
進
学
を
控
え
た
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
効
果
的
に
発
信

し
、
本
校
を
第
一
志
望
と
す
る
生
徒
の
獲
得

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

七
高
は
、
生
徒
が
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
飛

躍
で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も
新
た
な
挑
戦
を

意
欲
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
生
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
本

校
の
教
育
活
動
の
益
々
の
充
実
と
発
展
の
た

め
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
高
の
更
な
る
飛
躍
の
た
め
に

 

　

校　

長　

渡
邊　

範
道　
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１
．役
員
会

令
和
４
年
７
月
19
日

�

於　

カ
ジ
ワ
ラ
ビ
ル
会
議
室

11
名
が
出
席
し
て
百
周
年
事
業
へ
墨
水
会
と

し
て
ど
の
様
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
ら
良
い

の
か
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

又
学
校
か
ら
お
願
い
さ
れ
た
校
旗
の
新
調
に

つ
い
て
や
、
図
書
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い

て
は
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

２
．役
員
会

令
和
４
年
８
月
21
日　

於　

七
生
寮
食
堂

９
名
が
出
席
し
て
、
百
周
年
事
業
の
進
捗
状

況
の
報
告
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
．役
員
会

令
和
４
年
８
月
30
日

�

於　

カ
ジ
ワ
ラ
ビ
ル
会
議
室

13
名
が
出
席
し
て
、
総
会
の
議
題
や
進
行
方

法
等
に
つ
い
て
、
又
百
周
年
事
業
の
祝
賀
会

の
進
行
方
法
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
今
年
の
七
生
寮
の
利
用
状
況
等
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

４
．常
任
幹
事
会

令
和
４
年
９
月
６
日
�
於　

墨
田
川
高
校
会
議
室

25
名
が
出
席
し
て
百
周
年
事
業
、
総
会
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

又
二
寮
の
維
持
・
運
営
に
つ
い
て
及
び
管
理

人
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
話
し
合
い
の

中
で
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

５
．役
員
会

令
和
４
年
９
月
21
日

�

於　

カ
ジ
ワ
ラ
ビ
ル
会
議
室

14
名
が
出
席
し
式
典
・
祝
賀
会
・
総
会
に
つ
い

て
、
最
後
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
各
担
当
よ

り
準
備
は
整
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

６
．第
100
回
墨
水
会
総
会

令
和
４
年
10
月
５
日

�

於　

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

午
後
４
時
か
ら
60
名
の
出
席
者
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
長
・
校
長
の
挨
拶
の
後
議
事
に
入
り
、
事

業
報
告
・
会
計
報
告
・
監
査
報
告
が
行
わ
れ

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
予
算
案
の
審
議
に
移
り
、
百
周
年
事

業
に
墨
水
会
と
し
て
3
0
0
0
万
円
を
予
算

計
上
す
る
事
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
永
年
の
墨
水
会
活
動
に
対
す
る
功
績

に
よ
り
海
谷
顧
問
、
井
上
顧
問
、
泉
妻
顧

問
、
谷
澤
副
会
長
へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

７
．役
員
会

令
和
４
年
10
月
26
日

�

於　

カ
ジ
ワ
ラ
ビ
ル
会
議
室

13
名
が
出
席
し
て
先
日
行
わ
れ
た
百
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
・
総
会
に
つ
い
て
担
当
者

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

又
今
年
度
の
校
歌
祭
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら

説
明
が
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
参
加

校
は
少
な
い
が
墨
水
会
は
参
加
し
た
い
と
の

提
案
が
あ
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

８
．役
員
会

令
和
４
年
11
月
15
日

�
於　

カ
ジ
ワ
ラ
ビ
ル
会
議
室

12
名
が
出
席
し
て
百
周
年
事
業
の
う
ち
残
さ

れ
た
記
念
誌
発
刊
に
つ
い
て
、
又
ク
ラ
ブ
援

助
の
物
品
の
購
入
等
に
つ
い
て
担
当
よ
り
報

告
が
あ
り
そ
の
後
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

最
後
に
今
回
の
墨
水
会
だ
よ
り
の
発
刊
は
記
念

誌
発
刊
と
重
な
る
為
、
ど
の
様
に
す
る
か
話
し

合
い
ま
し
た
が
従
来
通
り
発
刊
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

９
．広
報
委
員
会

令
和
４
年
12
月
７
日

�

於　

墨
田
川
高
校
同
窓
会
室

６
名
の
委
員
が
出
席
し
、
墨
水
会
だ
よ
り
30

号
発
刊
に
向
け
て
、
第
１
回
目
の
会
合
を
行

い
、
今
回
も
㈱
サ
ラ
ト
に
お
願
い
す
る
事
に

な
り
、
次
回
に
担
当
者
と
話
し
合
う
事
に
な

り
ま
し
た
。

10
．広
報
委
員
会

令
和
４
年
12
月
15
日

�

於　

墨
田
川
高
校
同
窓
会
室

４
名
の
委
員
が
出
席
し
て
㈱
サ
ラ
ト
の
担
当

者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

30
号
は
百
周
年
の
記
事
を
載
せ
る
た
め
従

来
の
16
ペ
ー
ジ
か
ら
20
ペ
ー
ジ
に
増
や
し

2
0
0
0
部
作
成
す
る
事
に
し
て
、
見
積
を

取
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

11
．広
報
委
員
会

令
和
５
年
２
月
６
日

�

於　

墨
田
川
高
校
同
窓
会
室

６
名
の
委
員
が
出
席
し
て
、
集
ま
っ
た
記
事

の
校
正
、
割
付
等
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

墨田川15回
谷澤　尚樹

令
和
4
年
7
月
1
日
～
令
和
5
年
6
月
30
日

墨
水
会
事
業
報
告 
令
和
５
年
度
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又
、
長
い
間
広
報
委
員
長
と
し
て
発
刊
に
努

力
さ
れ
た
井
上
顧
問
と
難
波
委
員
長
よ
り
健

康
上
の
理
由
で
委
員
を
辞
退
し
た
い
と
の
申

し
出
が
あ
り
、
今
後
の
委
員
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

12
．役
員
会

令
和
５
年
２
月
15
日

�

於　

カ
ジ
ワ
ラ
ビ
ル
会
議
室

12
名
が
出
席
し
て
百
周
年
事
業
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
記
念
誌
・
記
念
品
・
会
計

等
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
墨
田
川
高
校
２
階
の
図
書
室
と
、
と
な

り
に
あ
る
自
習
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
最
後
に
今
年
も
卒
業
生
に
記

念
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
送
り
た
い
と
の
提
案
が

あ
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

13
．役
員
会

令
和
５
年
２
月
22
日

�

於　

カ
ジ
ワ
ラ
ビ
ル
会
議
室

８
名
の
委
員
が
出
席
し
て
百
周
年
記
念
誌
発

刊
に
向
け
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

14
．常
任
幹
事
会

令
和
５
年
４
月
13
日

�

於　

墨
田
川
高
校
会
議
室

27
名
が
出
席
し
て
百
周
年
事
業
の
報
告
と
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

二
寮
の
運
営
に
つ
い
て
45
回
生
よ
り
報
告
が

あ
り
、
楽
水
寮
に
つ
い
て
は
清
掃
・
修
繕
等

を
行
い
開
寮
の
準
備
を
行
う
事
、
又
七
生
寮

に
つ
い
て
は
８
月
21
日
よ
り
10
月
31
日
ま
で

自
分
達
で
運
営
し
た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

①
第
５
回
百
周
年
委
員
会

［
令
和
４
年
７
月
９
日
］

�

於　

墨
田
川
高
校
L
L
教
室

墨
水
会
か
ら
10
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
の
２
部
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
使
用
で
の
発

表
を
行
う
事
や
、学
校
紹
介
の
D
V
D
の
作
成
、

記
念
誌
を
1
8
0
0
冊
作
成
す
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

②
楽
水
寮
視
察
［
令
和
４
年
７
月
22
日
］

谷
澤
執
行
理
事
・
清
澤
理
事
出
張

４
月
・
５
月
・
６
月
の
宿
泊
料
金
の
精
算
を
行
い

ま
し
た
。又
夏
季
開
寮
に
つ
い
て
、宿
泊
予
約
者
の

確
認
等
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

③
七
生
寮
開
寮
作
業

［
令
和
４
年
７
月
26
日
・
27
日
］

谷
澤
・
加
藤
・
竹
鼻
・
清
澤
・
板
垣
の
５
名
で
、室
内

外
の
清
掃
や
庭
の
草
刈
等
の
開
寮
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

④
七
生
寮
開
寮

［
令
和
４
年
７
月
28
日
～
８
月
21
日
］

25
日
間
、谷
澤
執
行
理
事
・
清
澤
理
事
が
交
代
で

管
理
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
間
の
利
用
者
は
66
名

あ
り
事
故
も
な
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

⑤
第
6
回
百
周
年
委
員
会

［
令
和
４
年
８
月
６
日
］

�

於　

墨
田
川
高
校
会
議
室

墨
水
会
か
ら
10
名
が
出
席
し
百
周
年
事
業
に
つ
い

て
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
、祝
賀
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、47
回

宇
関
氏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
が
行
わ
れ
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

又
、生
徒
た
ち
に
は
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
を
、寄
付
さ

れ
た
方
、祝
賀
会
に
出
席
し
た
方
、記
念
誌
に
寄

稿
し
た
方
に
は
、江
戸
木
箸
を
記
念
品
と
し
て
用

意
し
又
記
念
誌
を
渡
す
事
に
な
り
ま
し
た
。

⑥
第
７
回
百
周
年
委
員
会

［
令
和
４
年
９
月
３
日
］

�

於　

墨
田
川
高
校
会
議
室

墨
水
会
よ
り
11
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

各
委
員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
か
ら
進
捗

状
況
の
最
終
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。又
新
調
さ
れ

た
校
旗
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

⑦
楽
水
寮
視
察
［
令
和
４
年
９
月
12
日
］

谷
澤
執
行
理
事
・
清
澤
理
事
出
張

７
月
・
８
月
の
宿
泊
料
金
の
精
算
を
行
い
ま
し
た
。

網
代
管
理
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
７
月
25
日

か
ら
８
月
７
日
迄
閉
寮
し
ま
し
た
が
、た
い
し
た

混
乱
も
な
く
無
事
終
了
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

⑧
創
立
百
周
年
式
典
・
祝
賀
会
開
催

［
令
和
４
年
10
月
５
日
］

式
典
は
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
と
な
り
の
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
に

お
い
て
2
0
0
人
以
上
の
出
席
者
の
も
と
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
校
歌
祭
［
令
和
４
年
11
月
３
日
］

�

於　

杉
並
公
会
堂

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
自
由
参
加（
参
加

費
無
料
）で
参
加
校
も
少
な
い
中
、15
名
で
参
加

し
校
歌
と
応
援
歌
を
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

⑩
学
校
運
営
連
絡
協
議
会

［
令
和
４
年
11
月
５
日
］

�

於　

墨
田
川
高
校
校
長
室

横
井
理
事
・
小
川
副
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

学
校
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
運
営
方
法
等
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

⑪
楽
水
寮
視
察
［
令
和
４
年
11
月
29
日
］

谷
澤
執
行
理
事
・
清
澤
理
事
出
張

９
月
・
10
月
・
11
月
の
宿
泊
料
金
の
精
算
を
行
い

ま
し
た
。

又
網
代
管
理
人
よ
り
３
月
を
も
っ
て
退
職
し
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
、後
任
に
つ
い
て
は
何
人
か

心
あ
た
り
が
あ
る
の
で
話
し
て
み
る
と
の
事
で
し

た
。

⑫
楽
水
寮
視
察
［
令
和
４
年
12
月
17
日
］

海
谷
墨
水
会
顧
問
・
谷
澤
執
行
理
事
出
張

網
代
管
理
人
よ
り
次
の
管
理
人
候
補
が
何
人
か

い
る
と
の
事
で
し
た
の
で
、話
を
聞
き
に
行
き
ま

し
た
が
、や
っ
て
も
ら
え
そ
う
な
候
補
者
の
何
人

か
に
あ
た
っ
て
み
た
が
、良
い
返
事
が
も
ら
え
な

か
っ
た
の
で
さ
ら
に
探
し
て
み
る
と
の
事
で
し
た
。

⑬
田
中
夫
妻
と
面
接
［
令
和
５
年
２
月
27
日
］

�

於　

宮
本
会
計
事
務
所

泉
妻
理
事
長
・
谷
澤
執
行
理
事
・
海
谷
墨
水
会
顧

問
出
席

墨
汀
会
の
田
中
さ
ん
に
楽
水
寮
の
管
理
人
を
お
願

い
す
べ
く
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。仕
事
内
容
・

契
約
内
容
等
の
説
明
や
、質
問
に
答
え
る
形
で
話

し
合
い
を
行
い
、理
解
を
得
ま
し
た
。

又
後
日
楽
水
寮
へ
来
て
も
ら
い
、現
地
を
見
て
も
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ら
う
と
共
に
網
代
さ
ん
と
引
継
ぎ
の
話
を
し
て
も

ら
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

⑭
墨
水
会
だ
よ
り
30
号
・
小
冊
子
名
簿
完
成

［
令
和
５
年
３
月
３
日
］

墨
水
会
だ
よ
り
30
号
２
０
０
０
部
、小
冊
子
名
簿

2
3
0
冊
が
完
成
し
、㈱
サ
ラ
ト
か
ら
納
入
さ
れ

ま
し
た
。

⑮
学
校
運
営
連
絡
協
議
会

［
令
和
５
年
３
月
４
日
］

�

於　

墨
田
川
高
校
会
議
室

梶
原
会
長
・
横
井
副
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

墨
田
川
高
校
の
現
状
報
告
と
来
年
度
運
営
方
針

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

⑯
楽
水
寮
視
察
［
令
和
５
年
３
月
７
日
］

谷
澤
執
行
理
事
・
清
澤
理
事
出
張

網
代
管
理
人
よ
り
引
継
ぎ
の
説
明
を
田
中
夫
妻

と
共
に
聞
く
と
と
も
に
、話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。

（
翌
日
田
中
さ
ん
よ
り
仕
事
が
大
変
す
ぎ
る
の
で

断
り
た
い
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
）

⑰
墨
田
川
高
校
卒
業
式

［
令
和
５
年
３
月
11
日
］

�

於　

墨
田
川
高
校
体
育
館

梶
原
会
長
は
じ
め
４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

⑱
墨
田
川
高
校
入
学
式

［
令
和
５
年
４
月
７
日
］

�

於　

墨
田
川
高
校
体
育
館

梶
原
会
長
は
じ
め
４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

⑲
楽
水
寮
視
察
［
令
和
５
年
４
月
11
日
］

泉
妻
理
事
長
・
谷
澤
執
行
理
事
・
清
澤
理
事
出
張

網
代
管
理
人
に
感
謝
状
と
退
職
金
と
し
て
50
万

円
を
お
渡
し
し
、網
代
管
理
人
よ
り
帳
簿
や
小
口

残
金
の
返
還
を
受
け
ま
し
た
。

又
新
し
い
管
理
人
候
補
と
し
て
室
さ
ん
と
い
う
方

を
紹
介
さ
れ
、話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

⑳
楽
水
寮
視
察
［
令
和
５
年
４
月
25
日
］

海
谷
墨
水
会
顧
問
・
谷
澤
執
行
理
事
出
張

室
さ
ん
と
２
回
目
の
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

彼
女
は
近
く
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
経
営
し
て
い
て
、地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
楽
水
寮
の
開
寮
に
協
力

し
た
い
と
の
事
で
し
た
。

㉑
百
周
年
記
念
誌
完
成

［
令
和
５
年
５
月
8
日
］

百
周
年
記
念
誌
が
完
成
し
、1
6
0
0
冊
納
入
さ

れ
ま
し
た
。

㉒
七
生
寮
視
察
［
令
和
５
年
５
月
10
日
］

谷
澤
執
行
理
事
・
清
澤
理
事
出
張

星
野
リ
ゾ
ー
ト
と
今
年
度
の
管
理
契
約
を
行
い
ま

し
た
。水
漏
れ
に
つ
い
て
は
地
中
の
為
は
っ
き
り
と

し
た
場
所
が
特
定
さ
れ
な
い
の
で
修
理
に
は
多
大

な
費
用
が
か
か
る
と
の
事
で
、寮
使
用
期
間
以
外

は
元
栓
を
切
る
事
で
対
応
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

又
寮
の
内
外
を
点
検
し
、雨
漏
等
の
異
常
が
無
い

事
を
確
認
し
ま
し
た
。

㉓
郵
送
作
業
［
令
和
５
年
５
月
11
日
・
18
日
］

百
周
年
記
念
誌
・
墨
水
会
だ
よ
り
30
号
・
記
念
品

の
箸
等
を
寄
付
者
・
祝
賀
会
出
席
者
・
記
念
誌
寄

稿
者
に
郵
送
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

㉔
記
念
誌
完
成
［
令
和
５
年
５
月
19
日
］

表
紙
が
厚
紙
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
版
の
記
念
誌
2
0
0

冊
が
完
成
し
、納
入
さ
れ
ま
し
た
。

㉕
楽
水
寮
視
察
［
令
和
５
年
５
月
28
日
］

谷
澤
執
行
理
事
出
張

45
回
生
６
名
が
27
日
・
28
日
の
両
日
楽
水
寮
の
開

寮
準
備
の
た
め
修
理
、清
掃
を
行
い
ま
し
た
。又
そ

の
後
の
片
付
や
門
の
取
付
と
鍵
な
ど
に
つ
い
て
点

検
と
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

㉖
㈶
七
星
会
理
事
会
［
令
和
５
年
５
月
31
日
］

�

於　

宮
本
会
計
事
務
所

墨
水
会
か
ら
９
名
・
美
汀
会
か
ら
２
名
・
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
45
回
生
が
３
名
出
席
し
ま
し

た
。

事
業
報
告
・
会
計
報
告
の
後
、今
年
度
の
二
寮
の

運
営
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、楽
水

寮
に
つ
い
て
は
新
し
い
管
理
人
を
早
急
に
探
し
て

７
月
よ
り
開
寮
す
る
。

又
七
生
寮
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
７
月
27
日
よ
り

８
月
20
日
ま
で
の
期
間
開
寮
し
、そ
の
後
は
45
回

生
の
運
営
で
10
月
31
日
ま
で
延
期
し
て
開
寮
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

㉗
楽
水
寮　

修
理
・
清
掃
・
片
付
け

［
令
和
５
年
６
月
４
日
・
16
日
］

45
回
生
６
名
が
参
加
し
て
３
ヶ
所
の
外
階
段
の

修
理
及
び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
小
屋
の
撤
去
や
庭
の
草

刈
、室
内
の
清
掃
・
片
付
け
等
開
寮
準
備
を
行
い

ま
し
た
。

㉘
楽
水
寮
視
察
［
令
和
５
年
６
月
26
日
］

谷
澤
執
行
理
事
・
加
藤
理
事
出
張

室
さ
ん
と
管
理
契
約
を
結
ぶ
最
終
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
が
色
々
話
し
合
う
う
ち
条
件

が
折
り
合
わ
ぬ
事
が
出
現
し
契
約
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

㉙
㈶
七
星
会
の
理
事
会
・
評
議
員
会

［
令
和
５
年
６
月
29
日
］

�
於　

墨
田
川
高
校
会
議
室

墨
水
会
か
ら
11
名
・
美
汀
会
か
ら
３
名
・
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
45
回
生
が
６
名
出
席
し
ま
し

た
。

例
年
通
り
事
業
報
告
・
会
計
報
告
等
の
後
、45
回

生
の
杉
﨑
氏
よ
り
楽
水
寮
の
現
状
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

又
新
し
い
管
理
人
候
補
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

㉚
最
後
に

今
回
は
百
周
年
記
念
事
業
に
墨
水
会
は
記
念
誌

委
員
会
・
祝
賀
会
委
員
会
・
式
典
委
員
会
・
記
念

事
業
委
員
会
等
を
百
周
年
事
業
の
２
年
前
よ
り

発
足
さ
せ
、主
体
的
に
活
動
し
何
回
も
委
員
会
を

開
き
方
針
を
決
め
、学
校
や
業
者
と
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、つ
つ
が
な
く
事
業
を
終
了
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
事
を
御
報
告
致
し
ま
す
と
と
も
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寮維持のため活躍した墨田川45回生（七生寮にて）
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令和４年度　墨水会会計報告
� 収 支計算書 （令和４年度） 

令和４年７月１日から
令和５年６月30日まで

１��収入の部 （単位：円）

科　　目 金　　額 摘　　要

R４年度卒業生入会金 2,184,000 273名×8,000円

名簿代（R４年度卒） 1,173,900 273名×4,300円

名簿販売 4,300 1冊

寄付金 10,382,789 99名

祝賀会費 2,050,000 205名×10,000円

利子 4,249 定期預金・普通預金

当期収入合計（A） 15,799,238

２��支出の部

科　　目 金　　額 摘　　要

墨水会会報費 509,300 2,000部　業者（サラト）への支払

小冊子名簿代 107,313 今年度卒業生分　320部　業者（サラト）への支払

百周年事業費 17,705,792 百周年普通預金支出額・小口支出会議費

通信費 103,873 切手代、郵送代、寄付金礼状作成費

会議費 244,680 常任幹事会、広報委員会、役員会等

校歌祭費 31,343 参加費等

御祝費 273,000 クオカード作成費（卒業記念）

渉外費 71,780 美汀会、墨汀会、七星会等

総務費 600,000 谷澤副会長業務費・交通費

総会費 0 60名出席（R４.10.５）会場費は百周年事業費に

雑費 22,303 振込手数料等

当期支出合計（B） 19,669,384

３��当期剰余金の部

科　　目 金　　額 摘　　要

当期収入合計（A） 15,799,238
当期支出合計（B） 19,669,384
当期収支差額（A）−（B） △3,870,146
期首在庫品（C） 4,622,500 1,075冊×4,300円

期末在庫品（D） 3,444,300 801冊×4,300円

当期剰余金
（A）−（B）−（C）＋（D） △5,048,346 前期剰余金  6,535,130

���繰 越 金 計 算 書

前期繰越金 60,763,104
当期剰余金 △5,048,346
次期繰越金 55,714,758

　以上のとおり御報告申し上げます。
令和５年10月７日　　　　　　　　　　

墨水会　会長　　梶　原　德　二　
墨水会　会計　　谷　澤　尚　樹　

�開 始 残 高�
令和４年７月１日

１��資産の部 （単位：円）

定期預金 38,000,000（一般口座 22,000,000）
（寄付口座 16,000,000）

普通預金 18,217,100（一般口座 1,919,576）
（寄付口座 16,297,524）

現金 187,504

在庫品 4,622,500

　資産の部合計 　　61,027,104

２��繰越の部
繰越金 54,227,974

前期剰余金増加額 　　  6,535,130

　繰越の部合計 　　60,763,104

�閉 鎖 残 高�
令和５年６月30日

１��資産の部 （単位：円）

定期預金 22,000,000（一般口座 22,000,000）
普通預金 30,259,596（一般口座 2,182,488）

（寄付口座 12,852,448）
（郵貯寄付口座 8,868,155）
（百周年経費用口座 6,355,505）
（小口受渡用口座 1,000）

現金 149,188

在庫品 3,444,300

仮払金 　　125,674

　資産の部合計 　　55,978,758

２��繰越の部
繰越金 60,763,104

当期剰余金増加額 　△  5,048,346

　繰越の部合計 　　55,714,758

�監 査 報 告 書�

墨水会定時総会議長　殿

　令和４年度墨水会収支計算書及び諸帳簿関係書類を監査
した結果、その数字は正確であり、かつ正当であった。
　各帳簿、領収書、証拠書類の保存整理も整然としてあっ
たことを御報告申し上げます。

令和５年10月７日　　　　　　　　　　　
墨水会　会計監査　　宮　本　雄　司
墨水会　会計監査　　石　井　　　温
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令和５年度　墨水会予算

令和５年７月１日 から
令和６年６月30日 まで

１��収入の部 （単位：円）

科　　目 予 算 額 前年度実績額 増　　減 摘　　要

R５年度卒業生入会金 2,000,000 2,184,000 △ 184,000 入会者250名×8,000円

名簿代（R５年度卒） 1,075,000 1,173,900 △ 98,900 購入者250名×4,300円

名簿販売 0 4,300 △ 4,300

寄付金 1,500,000 12,432,789 △ 10,932,789

利子 4,000 4,249 △ 249

収入合計（A） 4,579,000 15,799,238 △ 11,220,238

２��支出の部

科　　目 予 算 額 前年度実績額 増　　減 摘　　要

墨水会会報費 300,000 509,300 △ 209,300 2,000部

小冊子名簿代 150,000 107,313 42,687 320部

百周年事業費 1,000,000 17,705,792 △ 16,705,792 学校備品等（別紙報告書参照）

通信費 200,000 103,873 96,127 切手代、郵送代等

会議費 300,000 244,680 55,320 常任幹事会、広報委員会、役員会等

校歌祭費 100,000 31,343 68,657 参加費、広告代等

学校補助金 300,000 0 300,000 クラブ活動補助等

渉外費 100,000 71,780 28,220 美汀会、墨汀会、七星会等

総務費 600,000 600,000 0 担当者業務費・交通費

会計事務費 660,000 0 660,000 宮本会計報酬（総会資料作成費含む）

総会費 200,000 0 200,000 会場費等

予備費 300,000 273,000 27,000 卒業御祝費等

雑費 50,000 22,303 27,697 振込手数料等

支出合計（B） 4,260,000 19,669,384 △ 15,409,384

３��剰余金の部

科　　目 予 算 額 前年度実績額 増　　減 摘　　要

収入合計（A） 4,579,000 15,799,238 △ 11,220,238

支出合計（B） 4,260,000 19,669,384 △ 15,409,384

収支差額（A）−（B） 319,000 △ 3,870,146 4,189,146

期首在庫品（C） 3,444,300 4,622,500 △ 1,178,200 801冊×4,300円

期末在庫品（D） 2,369,300 3,444,300 △ 1,075,000 551冊×4,300円

剰余金（A）−（B）−（C）＋（D） △ 756,000 △ 5,048,346 4,292,346

令和５年10月７日　　　　　　　　　　　　
墨水会　会長　　梶　原　德　二

　墨水会　会計　　谷　澤　尚　樹
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１．収入の部 （単位：円）

科　　目 実績額 備　　考

墨水会 35,105,480 墨汀会（10万円）・墨桜会（5万円）・
堤校舎（10万円）からの寄付金を含む

パーティ費 2,050,000 205名

美汀会 3,000,789 789円は美汀会での積立利子相当額

預金利息 83

収入合計 40,156,352

２．支出の部
（１）式典関係

科　　目 実績額 備　　考

会場付帯設備費 341,680 楽屋・音響・照明・パーテーション

式典用生花 99,000 生花

吊り看板（横断幕） 191,400 吊り看板取付、撤去、運搬

立て看板（会場案内板） 136,524 立て看板代、看板手書き

出演料（ジャズピアニスト） 400,000 ピアノ演奏（式典及び祝賀会）

出演料（シンセサイザー関係） 275,000 シンセサイザーオーケストラ演奏

プロジェクターレンタル 448,250 映像機材レンタル

部活発表諸経費 167,590 立奏台（邦楽部）、Tシャツ（ダンス部）、ピアノ
調律・琴調律（音楽部）、譜面台（吹奏楽部）

物品搬入経費 82,367 楽器運搬（トラック）、物品搬送（タクシー）

スライド作成費 526 DVD購入

式次第冊子 102,960 式典式次第

式典撮影編集費 30,000 式典・祝賀会写真撮影

賞状作成費 23,540 賞状作成

諸経費 69,351 名札、胸章、便箋封筒、アダプタ、目録

式典関係手数料 9,020 上記に係る振込手数料

式典関係合計 2,377,208

　公費60万円も式典に支出されました

（２）祝賀会

科　　目 実績額 備　　考

祝賀会費用 2,793,993 料理・設備代、ホテルピアノ調律、胸章
リボン

祝賀会郵送料 75,692 切手、ハガキ、宅急便

祝賀会案内状作成費 122,430 案内状等作成

祝賀会式次第 30,250 祝賀会式次第

祝賀会会議費 80,830 集会室使用料、打合せ費用

祝賀会司会料 30,000 司会料

祝賀会手数料 1,980 上記に係る振込手数料

祝賀会合計 3,135,175

（３）記念事業

科　　目 実績額 備　　考

学校紹介ビデオ 3,779,600 学校紹介映像撮影（式典及び祝賀会撮影含む）

校旗 1,931,160 校旗製作

備品（調理台） 12,705 調理台部品取替え（カジワラキッチンサプライ）

備品（天体望遠鏡） 649,800 天文部天体望遠鏡

備品（テレビ） 284,720 図書室設置用テレビ

備品（サイレントベース） 337,590 ブラバン部サイレントベース

備品（スポーツミラー） 186,244 ダンス部スポーツミラー

備品（三連パネル） 157,520 展示用三連パネル

備品（パソコン） 141,900 墨水会使用分

吹奏楽部公開練習費 192,990 会場費・撮影費

記念事業手数料 1,760 上記に係る振込手数料

記念事業合計 7,675,989

（４）記念誌

科　　目 実績額 備　　考

記念誌製作費 3,757,600 百周年記念誌

記念誌郵送料 177,894 記念誌送料・原稿送付切手代

記念誌会議費 53,350 打合せ費用

記念誌合計 3,988,844

（５）記念品

科　　目 実績額 備　　考

在校生用 435,600 スマホケース＠360円（税込＠396）×1,100個

一般用 1,000,000 箸＠2,200円×500膳　箱＠165円×500　182,500円値引

記念品手数料 1,760 上記に係る振込手数料

記念品合計 1,437,360

（６）共通費

科　　目 実績額 備　　考

共通会議費 186,140 打合せ費用（墨水会小口現金支出）

共通雑費 13,050 印鑑、ゴム印

共通費合計 199,190

科　　目 実績額 備　　考

支出合計
⑴＋⑵＋⑶＋⑷＋⑸＋⑹ 18,813,766

３．収支差額

科　　目 実績額 備　　考

収入ー支出　１.−２. 21,342,586

創立百周年記念事業としての備品寄付等について
　創立百周年記念事業実行委員会では、同事業の一環として現役生徒が部活において希望しながらも学校予算では購入できない備品・
物品を購入して寄贈する計画でした。各部活からの希望を集約し、選定委員会を設置して寄贈品を選定した上で、令和５年３月から12
月までの間に①天文部に「デジタル天体望遠鏡（Unistellar eVscope2）」を、②吹奏楽部に「ヤマハ　サイレントベースSLB-300」を、③ダ
ンス部に「移動式スポーツミラー（４台）」を、④書道部に作品展示用の展示板（学校総務部と兼用）を贈呈しました。又図書室、自習室の
リノベーション等について各所から感謝の意が伝えられ、有効に活用している旨の報告を得ています。
　今後、引き続き数点の備品・物品の寄贈を実行する予定です。
　又その他の支援として校旗の新調や、スマホスタンドを在校生へ、記念の箸を祝賀会出席者へ、記念誌を在校生、5,000円以上の寄付
をされた方、及び記事を寄せていただいた方へ提供させていただきました事を報告申しあげます。
 墨田川30回　山内　雅哉

百周年記念  事業会計報告（令和６年１月30日時点）
百周年記念事業
　会計　墨田川15回　竹鼻　宏子
　監査　墨田川30回　宮本　雄司
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一般財団法人  七 星 会 　 収 支 計 算 書
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

１　収入の部 （単位：円）

科　　目 予 算 額 執 行 額 執行見込額 増　　減 備　　考

１．事業収入

　　　七生寮収入 300,000 198,000 0 △102,000

　　　楽水寮収入 1,000,000 1,646,000 0 646,000 １・２月分（３月精算）133,000円未収計上済

２．寄付金収入 0 0 0 0

３．預金利息 2,000 7,560 0 5,560

４．雑収入 0 1,241 0 1,241 国税還付金

５．定期預金取崩額 5,000,000 0 5,000,000 11/28定期預金取崩し

　当期収入合計 1,302,000 6,852,801 0 5,550,801

　前期繰越収支差額 3,417,847 3,032,170 0 △385,677

　収入合計 4,719,847 9,884,971 0 5,165,124

２　支出の部
科　　目 予 算 額 執 行 額 執行見込額 増　　減 備　　考

１．事業費

　　　給料手当 890,000 550,000 △340,000 網代分のみ（予算額には加藤・竹鼻分含まれる）

　　　臨時雇賃金 500,000 484,000 △16,000

　　　食糧費 0 0 0

　　　福利厚生費 10,000 4,999 △5,001

　　　通信運搬費 150,000 96,567 △53,433

　　　消耗品費 100,000 81,992 △18,008

　　　水道光熱費 1,000,000 951,834 △48,166 昨年度856,092円

　　　保険料 150,000 157,490 7,490 火災保険（七生寮・楽水寮）

　　　委託費 350,000 378,279 28,279 クリーニング・浄化槽（七生寮・楽水寮）

　　　雑費 150,000 31,957 △118,043

　事業費合計 3,300,000 2,737,118 0 △562,882

２．管理費

　　　会議費 40,000 20,000 △20,000

　　　旅費交通費 350,000 229,080 △120,920

　　　印刷製本費 0 0 0

　　　修繕費 200,000 0 △200,000

　　　事務委託費 330,000 247,500 △82,500

　　　租税公課 400,000 374,975 △25,025 固定資産税（七生寮）／収入印紙／満期利息国税

　管理費合計 1,320,000 871,555 0 △448,445

３．固定資産取得支出

　　　内外部改修工事支出 0 0 0 0

　　　什器・備品購入支出 100,000 0 0 △100,000

　固定資産取得合計 100,000 0 0 △100,000

４．施設維持積立金 0 0 0 0

５．法人税・住民税・事業税等 211,000 211,000 0 0

　支出合計 4,931,000 3,819,673 0 △1,111,327

　収支差額 △3,629,000 3,033,128 0 6,662,128

（参考）損益 △1,966,872 0

　今年度の開寮については、開寮期間も含め、どの様にしたら良いか（管理人問題等）新しい委員会で検討をしており、早急に結論を
得たいと思っています。尚寮に関する問い合わせは　090-9817-2213　七星会執行理事　谷澤尚樹（墨田川15回）までお願いします。

令和５年３月27日

一般財団法人七星会　会計
　　　　墨田川15回　加藤多恵子
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一般財団法人  七 星 会 　 収 支 決 算 経 過 表
平成30年度から令和４年度まで

１　収入の部 （単位：円）

科　　目 令和４年度（見込） 令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成30年度

１．事業収入

　　　七生寮収入 198,000 324,000 428,500 331,000 479,000

　　　楽水寮収入 1,646,000 1,511,500 929,000 1,307,000 1,247,500

２．寄付金収入 0 0 0 0 1,000,000

３．預金利息 7,560 6,873 12,816 27,107 32,197

４．雑収入 1,241 24,817 598,946 5,821 22,643

５．定期預金取崩額 5,000,000 2,000,000 3,000,000 0 0

　収入合計 6,852,801 3,867,190 4,969,262 1,670,928 2,781,340

２　支出の部
科　　目 令和４年度（見込） 令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成30年度

１．事業費

　　　給料手当 650,000 844,000 844,000 844,000 844,000

　　　臨時雇賃金 484,000 404,000 366,000 474,000 528,000

　　　食糧費 0 0 0 0 0

　　　福利厚生費 4,999 4,999 5,140 7,760 7,760

　　　通信運搬費 96,567 106,245 111,191 109,388 115,870

　　　消耗品費 81,992 52,506 93,600 46,039 330,380

　　　水道光熱費 951,834 921,090 778,319 977,066 873,528

　　　保険料 157,490 157,490 145,790 135,440 135,720

　　　委託費 378,279 364,913 355,792 375,516 344,502

　　　雑費 31,957 59,304 47,173 128,434 44,646

　事業費合計 2,837,118 2,914,547 2,747,005 3,097,643 3,224,406

２．管理費

　　　会議費 20,000 0 40,000 40,000 40,000

　　　旅費交通費 260,080 327,320 291,560 356,720 402,840

　　　印刷製本費 0 0 0 0 130,000

　　　修繕費 0 61,704 590,600 659,208 62,478

　　　事務委託費 330,000 330,000 330,000 200,000 200,000

　　　租税公課 374,975 373,220 373,420 373,220 370,900

　管理費合計 985,055 1,092,244 1,625,580 1,629,148 1,206,218

３．固定資産取得支出

　　　内外部改修工事支出 0 0 0 0 557,280

　　　什器・備品購入支出 0 0 0 0 0

　固定資産取得合計 0 0 0 0 557,280

４．施設維持積立金 0 0 0 0 0

５．法人税・住民税・事業税等 211,000 211,000 211,000 211,000 211,000

　支出合計 4,033,173 4,217,791 4,583,585 4,937,791 5,198,904

　収支差額 2,819,628 △350,601 385,677 △3,266,863 △2,417,564

（参考）損益 △2,180,372 △2,350,601 △2,614,323 △3,266,863 △2,417,564

　生徒の寮使用は平成26年に終了し、その後平成28年には美汀会の寄付もなくなりました。又墨水会からの寄付も令和元年より行われ
ておりません。毎年200万円以上の赤字を計上しております。墨水会として新しいメンバーで寮問題検討委員をたちあげ（15回谷澤、16
回池野、17回清澤、18回高橋、26回上田、30回山内、45回杉﨑の各氏）出来るだけはやく今後の方針を決めて（七生寮を売却し、楽水
寮をリノベーションして運営する）作業を進めて行きたいと思っております。

令和５年３月27日

一般財団法人七星会　監査
　　　　墨田川30回　宮本　雄司
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髙
木
新
太
郎
（
た
か
ぎ
し
ん
た
ろ
う
）
氏

（
昭
和
三
十
六
年
卒 

高
十
三
回
）
が
、

令
和
五
年
春
の
叙
勲
に
て
、
「
瑞
宝
中
綬

章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
髙
木
氏
は
成
蹊
大
学
名
誉

教
授
で
専
門
は
経
済
統
計
学
で
す
。
平
成

三
十
年
十
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
十

六
回
墨
水
会
総
会
に
お
い
て
「
教
育
概
略

史
と
大
学
の
変
遷
」
に
つ
い
て
、
我
が

校
の
変
遷
も
交
え
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し

た
。
髙
木
氏
の
功
績
に
つ
い
て
は
、
成
蹊

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
さ
せ
て
頂

き
、
以
下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

『
瑞
宝
中
綬
章
は
、
長
年
に
わ
た
り
公

務
等
に
従
事
し
て
功
労
を
積
み
重
ね
、
成

績
を
挙
げ
た
方
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
勲
章

で
す
。

　

髙
木
新
太
郎
氏
は
、
教
育
の
経
済
学
・

環
境
政
策
論
・
江
戸
東
京
学
等
の
分
野
で

成
蹊
大
学
の
教
育
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
学
外
で
は
専
門
性
を
生
か
し
、
わ
が

国
の
国
民
経
済
計
算
体
系
（
※
）
の
実

施
・
作
成
に
対
し
て
大
い
に
貢
献
さ
れ
、

経
済
統
計
改
定
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
加
え
て
、
高
く
評
価
さ
れ
る
著

書
・
論
文
も
多
数
発
表
す
る
傍
ら
、
延
二

〇
〇
本
の
解
題
・
エ
ッ
セ
イ
等
を
連
載

し
、
一
般
へ
の
経
済
統
計
の
普
及
・
啓
蒙

に
も
努
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
、
墨
田
区
教
育
委
員
会
委
員
長

や
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
複
数
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
理
事
長
等
を
務
め
、
こ
れ
ら

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
お
け
る
活
動
が
東
京
都

商
店
街
グ
ラ
ン
プ
リ
の
優
秀
賞
に
も
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
る
な
ど
、
学
術
研
究
分
野
の

発
展
・
普
及
お
よ
び
地
域
活
性
化
の
た
め

の
社
会
活
動
等
に
尽
く
し
た
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
』

※
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
国
の
経
済
を

構
成
す
る
生
産
、
消
費
・
投
資
と
い
っ
た

フ
ロ
ー
面
や
、
資
産
、
負
債
と
い
っ
た
ス

ト
ッ
ク
面
を
体
系
的
に
記
録
す
る
た
め
の

国
際
的
な
基
準
。

墨
田
川
13
回　
　

横　

井　

正　

男

髙
木
新
太
郎
氏(

高
十
三
回
卒)

が

�

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

　

令
和
５
年
度
の
東
京
校
歌
祭
は
12
月

3
日
（
日
）
午
後
12
時
か
ら
渋
谷
区
の

明
治
神
宮
隣
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に

て　

西
、
三
商
、
石
神
井
、
竹
早
、
千

歳
、
両
国
、
小
松
川
、
文
京
、
九
段
、

新
宿
、
武
蔵
丘
、
墨
田
川
、
江
北
、
豊

多
摩
、
白
鷗
、
一
商
、
立
川
、
小
山
台

高
校
の
18
校
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
、
12
月
は
学

校
の
試
験
と
も
重
な
っ
た
た
め
、
現
役

生
が
参
加
で
き
な
か
っ
た
学
校
も
あ

り
、
参
加
数
が
か
な
り
減
少
し
ま
し

た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
終
了
時
間
も
予
定
通

り
暗
く
な
る
前
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
日
は
T
B
S
ラ
ジ
オ

が
西
高
の
練
習
風
景
を
生
放
送
し
ま
し

た
。

　

墨
田
川
高
校
は
14
時
10
分
か
ら
応
援

歌
3
番
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
１
番
、

校
歌
4
番
ま
で
を
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

終
わ
っ
た
後
、
大
ホ
ー
ル
入
り
口
で
記

念
撮
影
を
し
て
自
由
解
散
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
東
京
校
歌
祭
は
10
月
27

日
（
日
）
杉
並
公
会
堂
で
行
わ
れ
ま

す
。
墨
田
川
高
校
同
窓
会
も
定
期
的
な

リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
参
加
者
数
を
増
や

し
校
歌
祭
に
気
楽
に
楽
し
く
大
勢
で
参

加
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
31
回
東
京
校
歌
祭
に
つ
い
て

墨
田
川
17
回　

清　

澤　

健　

一
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大学名 合格者
国公立 19
山形大学 1
茨城大学 1
筑波大学 2
千葉大学 6
東京学芸大学 1
信州大学 1
山口大学 1
埼玉県立大学 1
東京都立大学 3
都留文科大学 1
長野県立大学 1

大学校 1
千葉県立農業大学校 1

早慶上理 16
早稲田大学 5
慶應義塾大学 2
上智大学 3
東京理科大学 6

GMARCH 94
学習院大学 10
明治大学 20
青山学院大学 11
立教大学 17
中央大学 9
法政大学 27

私大 700
麻布大学 1
亜細亜大学 7
跡見学園女子大学 1
江戸川大学 1
追手門大学 2
桜美林大学 7
大妻女子大学 7
大手前大学 1
嘉悦大学 1
学習院女子大学 1
神奈川大学 6

大学名 合格者
神奈川工科大学 2
神田外語大学 10
北里大学 4
共栄大学 1
京都美術工芸大学 2
共立女子大学 5
杏林大学 13
工学院大学 7
國學院大學 19
国際医療福祉大学 2
国士舘大学 14
駒澤大学 16
駒沢女子大学 1
産業能率大学 4
実践女子大学 2
芝浦工業大学 3
淑徳大学 4
順天堂大学 10
城西大学 1
城西国際大学 2
湘南工科大学 1
昭和大学 1
昭和音楽大学 2
昭和女子大学 6
女子栄養大学 3
白百合女子大学 5
成蹊大学 5
成城大学 5
聖心女子大学 4
清泉女子大学 6
聖徳大学 3
専修大学 18
洗足学園音楽大学 1
創価大学 8
大正大学 11
大東文化大学 11
高崎健康福祉大学 2
高千穂大学 1
拓殖大学 9
玉川大学 7
千葉工業大学 15
千葉商科大学 1

大学名 合格者
中央学院大学 3
津田塾大学 2
鶴見大学 1
帝京大学 17
帝京科学大学 2
帝京平成大学 11
デジタルハリウッド大学 1
東海大学 14
東京有明医療大学 1
東京医科大学 1
東京医療保健大学 3
東京家政大学 6
東京家政学院大学 3
東京経済大学 3
東京工科大学 8
東京工芸大学 1
東京国際大学 3
東京情報大学 1
東京女子大学 2
東京成徳大学 1
東京造形大学 2
東京電機大学 14
東京都市大学 8
東京農業大学 19
東京福祉大学 1
東京富士大学 1
東京未来大学 1
東邦大学 1
東洋大学 58
東洋学園大学 4
獨協大学 19
名古屋芸術大学 2
二松學舍大學 7
日本大学 49
日本工業大学 3
日本獣医生命科学大学 1
日本女子大学 6
日本赤十字看護大学 4
日本体育大学 4
文化学園大学 1
文教大学 26
文京学院大学 7

大学名 合格者
星薬科大学 1
武蔵大学 4
武蔵野大学 14
武蔵野音楽大学 1
武蔵野美術大学 2
明海大学 1
明治学院大学 6
明治薬科大学 1
明星大学 11
目白大学 8
ものつくり大学 1
酪農学園大学 2
立正大学 10
立命館大学 3
流通経済大学 2
麗澤大学 19
和光大学 2
和洋女子大学 6
梨花女子大学 1
横浜美術大学 1

短期大学 4
創価女子短期大学 1
千葉明徳短期大学 1
新渡戸文化短期大学 2

専門学校 11
新宿調理師専門学校 1
太陽歯科衛生士専門学校 1
東京女子医科大学看護専門学校 1
東京スクール・オブ・ビジネス専門学校 1
東京動物専門学校 1
東京ブライダル専門学校 1
東洋美術学校 1
ハリウッド美容専門学校 1
山野美容専門学校 1
早稲田美容専門学校 2

就職 1
警視庁事務 1

青
山
学
院 

文
・
英
米
文

青
山
学
院 

経
済
・
経
済

学
習
院 

経
済
・
経
営

学
習
院 

経
済
・
経
済

学
習
院 

文
・
日
本
語
日
本
文

北
里 

 

医
療
衛
生
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
作
業
療
法
学

慶
應
義
塾 

商

芝
浦
工
業 

 

シ
ス
テ
ム
理
工
・
生
命
科
・
生
命
科
学
コ
ー
ス

芝
浦
工
業 

 

デ
ザ
イ
ン
工
・
デ
ザ
イ
ン
工
・
生
産
・
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン
系

上
智 

理
工
・
情
報
理
工

上
智 

理
工
・
物
質
生
命
理
工

成
蹊 

法
・
法
律

成
蹊 

経
営
・
総
合
経
営

成
城 

法
・
法
律

玉
川 

農
・
生
産
農

東
京
女
子 

現
代
教
養
・
心
理
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

東
京
成
徳 

子
ど
も
・
子
ど
も

東
京
農
業 

国
際
食
料
情
報
・
食
料
環
境
経
済

東
京
農
業 

生
命
科
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

東
京
理
科 

A
類
・
工
・
機
械
工

二
松
学
舎 

文
・
中
国
文

日
本 

理
工
・
機
械
工

法
政 

人
間
環
境
・
人
間
環
境

法
政 

文
・
英
文

法
政 

文
・
史

法
政 

文
・
日
本
文

明
治
学
院 

社
会
・
社
会
福
祉

立
教 

法
・
法

立
教 

文
・
文
・
文
芸
・
思
想
専
修

東
京
医
療
保
健 

医
療
保
健
・
看
護

東
京
工
芸 

芸
術
・
写
真

星
薬
科 

薬
・
薬

埼
玉 

 

教
育
・
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
小
学
校
コ
ー
ス

教
育
学
専
修

埼
玉 

 

教
育
・
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
中
学
校
コ
ー
ス

芸
術
専
修
音
楽
分
野

東
京
家
政 

人
文
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

麻
布 

獣
医
・
獣
医
保
健
看
護

大
妻
女
子 

家
政
・
食
物
・
管
理
栄
養
士
専
攻

防
衛 

人
文
社
会
科
・
国
際
関
係

学
習
院
女
子 

 

国
際
文
化
交
流
・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（2023年３月31日現在）
進路指導部

76
回
生
の　

中
間
結
果

東京都立墨田川高等学校
　　　　第75回生　合格実績一覧

令
和
５
年
度  

推
薦
入
試
等
大
学
合
格
者　
令
和
6
年
1
月
10
日
現
在
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昨
秋
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
残
り「
図
書

室
及
び
自
習
室
の
大
改
修
」を
梶
原
前
会
長
の
ご

尽
力
で
終
え
ま
し
た
。
後
輩
た
ち
は
学
力
向
上

に
向
け
て
有
効
に
活
用
し
て
い
る
様
で
す
。

　

今
年
度
は
後
任
の
新
会
長
に
十
八
回
生（
昭
和

四
十
一
年
卒
）
の
小
川
浩
平
氏
が
就
任
し
ま
し

た
。
更
に
新
役
員
も
迎
え
若
返
り
、
次
の
百
年

に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。「
墨
水

会
だ
よ
り
」は
、
例
年
よ
り
早
く
な
っ
た
卒
業
式

に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
、
広
報
委
員
は
寒
冷
の

年
末
年
始
に
集
い
編
集
を
行
い
、
今
回
は
こ
れ

ま
で
に
準
じ
た
も
の
で
仕
上
げ
ま
し
た
。
今
後

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
、
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
投
稿
・
ご
提
案
を
奮
っ
て
お
寄
せ
下
さ
い
ま

す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

墨
水
会
広
報
委
員
長	

一
五
回	

谷
澤　

尚
樹

　
　
　
　

広
報
委
員	

一
三
回	

横
井　

正
男

　
　
　
　
　
　

〃	

一
五
回	

竹
鼻　

宏
子

　
　
　
　
　
　

〃	

二
八
回	

山
田　
　

温
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今年度の主な 部 活 動 実 績
 書道部

第38回高円宮杯日本武道館書写書道大展覧会
　【毛筆の部】日本武道館奨励賞・日本武道館賞
　【硬筆の部】日本武道館賞
第38回読売書法展入選
第31回国際高校生選抜書展入選

 英語部
「第18回青少年英語スピーチコンテスト」に本校の英語部の

２年次生２名が出場

 家庭科部
「衣料支援プロジェクト」の一環として「地球にやさしい衣

料品の活用方法」に参加
日本衣料救援センターに古着の寄付を行った

 吹奏楽部
第63回東京都吹奏楽コンクール
　A組：金賞、B組：金賞

 写真部
第45回　東京都高等学校文化祭
　写真部門中央大会　入賞

 文芸部
東京都高文連文芸部門地区大会
　俳句部門　優秀賞　短歌部門　佳作
東京都高文連文芸部門中央大会
　短歌部門　最優秀賞　※鹿児島総文祭参加

 女子バレーボール部
高体連春季大会　ベスト48
高体連インターハイ　予選　ベスト80
高体連夏季大会　第３位
高体連新人大会　ベスト48

 女子バスケットボール部
高体連新人大会　３回戦出場

 柔道部
関東大会　出場（個人）

 水泳部 ※すべて個人ですが。。。インターハイや国体に出場しています

第74回関東高等学校選手権水泳競技大会
　男子100m平泳ぎ　２位
　男子200m平泳ぎ　８位
第91回日本高等学校選手権水泳競技大会
　男子200m平泳ぎ　Ｂ決勝２位（10位）
　男子100m平泳ぎ　Ｂ決勝３位（11位）
特別国民体育大会水泳競技大会
　男子少年A200m平泳ぎ　５位（個人）
　男子少年A400mメドレーリレー　５位（東京代表チーム）
第46回（2023年度）全国JOCジュニアオリンピック夏季大会
　男子CS200m平泳ぎ　４位（個人）
　男子CS100m平泳ぎ　３位（個人）

チーム成績（公式戦）は
東京都高等学校新人水泳競技大会　男子総合８位

編
集
後
記


